
１１　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの基基本本事事項項
（（１１））名名称称

（（２２））ホホーームムペペーージジＵＵＲＲＬＬ

（（３３））組組織織図図

２２　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの委委員員
（（１１））委委員員名名簿簿

№ 役職 氏　名 備考

1 会長 藏野　ともみ

2 副会長 青野　修平

3 鈴木　英之

4 石川　哲

5 村上　愛美

6 熊倉　恵美

7 津野　由記子

8 櫻井　真紀子

9 川本　安岐夫

10 進藤　直人

11 髙野　玲子

12 狩野　和枝

稲城市精神障害者家族会 家族・関係団体 長期

民生児童委員 民生委員・児童委員 長期

安心安全連絡会 家族・関係団体 長期

稲城市身体障害者福祉協会　 家族・関係団体 長期

島田療育センター 医療関係者 長期

都立多摩桜の丘学園 教育関係機関 長期

社会福祉法人　正夢の会 障害福祉サービス等事業者 長期

東京都南多摩保健所　 保健所 1年

NPO法人わくわく 障害福祉サービス等事業者 長期

大妻女子大学 学識経験者 長期

社会福祉法人　正夢の会 雇用関係機関 長期

稲稲城城市市

稲稲城城市市地地域域自自立立支支援援協協議議会会
https://www.city.inagi.tokyo.jp/kenko/syougaifukushi/1003561/index.html

所属 種　別
経験
年数

稲城市社会福祉協議会 社会福祉協議会 長期

地域自立支援協議会
（各種協議の場）※障害者総合支援法第 条の３

【事務局：市障害福祉課、社会福祉協議会、マルシェいなぎ】

相談支援部会
「障害者相談支援事業者連絡会」

年４回
【事務局：市障害福祉課】

社会福祉協議会、マルシェいなぎ、
あんさんぶる稲城、わくわく、ソイ
ルなえぎ、 、レスポーいな
ぎ大丸、障害福祉課

精神保健福祉部会
「精神保健福祉連絡会」

年４回
【事務局：社会福祉協議会】

社会福祉協議会、マルシェいなぎ、南多
摩保健所、稲城台病院、わくわく、ハウ
ス梨里、リノール、なえぎ、稲穂会、わ
かくさ福祉会、障害福祉課

子ども部会
年３回

【事務局：市障害福祉課】
社会福祉協議会、マルシェいなぎ、スパーク
稲城オレンジ、レスポーいなぎ大丸、あのね
のお家、ウイング稲城、ラヴィ、コラボいな
ぎ、 、友遊クラブ、リアン稲城、ル
フレいなぎ、ウイング稲城長沼 、

イナギ、障害福祉課

ニーズ・課題・困難ケース等

さんの個別支援会議 さんの個別支援会議 さんの個別支援会議

稲城市地域自立支援協議会の体制

報告・情報共有

専門部会（協議・情報交換）

稲
城
市

− 269 −



（（２２））委委員員構構成成

３３　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの活活動動状状況況

　　（（１１））地地域域自自立立支支援援協協議議会会ででのの協協議議事事項項（（複複数数回回答答））

　　　　　全体会・
　　　　　　　　部会名

全体会
相談支援

部会
精神保健
福祉部会

子ども部会
　　種　別

学識経験者 1 0 0 0

医療関係者 1 0 1 0

保健所 1 0 1 0

教育関係機関 1 0 0 0

雇用関係機関 1 0 0 0

企業 0 0 0 0

障害当事者（ピアサポーター含む） 0 0 0 0

家族・関係団体 3 0 0 0

身体・知的障害者相談員 0 0 0 0

相談支援事業者 0 12 0 1

障害福祉サービス等事業者 2 0 15 16

社会福祉協議会 1 1 1 1

法曹関係者 0 0 0 0

民生委員・児童委員 1 0 0 0

地域住民 0 0 0 0

行政職員(区市町村) 0 2 2 2

計 12 15 20 20

① 相談支援事業の運営体制に関すること。

行政職員(都） 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

③の地域移行で取り上げているが、精神保健福祉部会は精神科病院の医師や相談員もメンバーとなり
医福連携について協議している。

⑥ 困難事例等の解決に向けた検討に関すること。

一般相談の中で困難事例について1～２ケース紹介し共有した。（協議となると進め方が難しい）

⑪ 障害福祉計画等に関すること。

R7.4～開始の障害福祉計画の概要版（分かりやすい版）の意見をいただいた。

本協議会の下部組織である相談支援部会で意見交換、本会に報告。相談支援専門員不足、対応困難事
例に苦慮している点、多機関協働による相談支援体制の強化等。

③ 地域移行・地域定着支援に関すること。

本協議会の下部組織である精神保健福祉部会で市内の精神科病院から地域移行のケースを1年かけて取
り上げ、本人心身の準備や地域での受け入れ体制を確認している。

④ 高齢者福祉サービスとの連携に関すること。

11月に高齢福祉分野向けの精神障害者の理解促進研修と障害福祉制度に関する説明を行った。10月に
ケアマネジャーと計画相談支援で交流会を行い顔の見える関係づくりをした他、障害者の高齢化や
8050問題についても話題に上がっている。

⑤ 医療と福祉の連携に関すること。
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（（２２））委委員員構構成成

３３　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの活活動動状状況況

　　（（１１））地地域域自自立立支支援援協協議議会会ででのの協協議議事事項項（（複複数数回回答答））

　　　　　全体会・
　　　　　　　　部会名

全体会
相談支援

部会
精神保健
福祉部会

子ども部会
　　種　別

学識経験者 1 0 0 0

医療関係者 1 0 1 0

保健所 1 0 1 0

教育関係機関 1 0 0 0

雇用関係機関 1 0 0 0

企業 0 0 0 0

障害当事者（ピアサポーター含む） 0 0 0 0

家族・関係団体 3 0 0 0

身体・知的障害者相談員 0 0 0 0

相談支援事業者 0 12 0 1

障害福祉サービス等事業者 2 0 15 16

社会福祉協議会 1 1 1 1

法曹関係者 0 0 0 0

民生委員・児童委員 1 0 0 0

地域住民 0 0 0 0

行政職員(区市町村) 0 2 2 2

計 12 15 20 20

① 相談支援事業の運営体制に関すること。

行政職員(都） 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

③の地域移行で取り上げているが、精神保健福祉部会は精神科病院の医師や相談員もメンバーとなり
医福連携について協議している。

⑥ 困難事例等の解決に向けた検討に関すること。

一般相談の中で困難事例について1～２ケース紹介し共有した。（協議となると進め方が難しい）

⑪ 障害福祉計画等に関すること。

R7.4～開始の障害福祉計画の概要版（分かりやすい版）の意見をいただいた。

本協議会の下部組織である相談支援部会で意見交換、本会に報告。相談支援専門員不足、対応困難事
例に苦慮している点、多機関協働による相談支援体制の強化等。

③ 地域移行・地域定着支援に関すること。

本協議会の下部組織である精神保健福祉部会で市内の精神科病院から地域移行のケースを1年かけて取
り上げ、本人心身の準備や地域での受け入れ体制を確認している。

④ 高齢者福祉サービスとの連携に関すること。

11月に高齢福祉分野向けの精神障害者の理解促進研修と障害福祉制度に関する説明を行った。10月に
ケアマネジャーと計画相談支援で交流会を行い顔の見える関係づくりをした他、障害者の高齢化や
8050問題についても話題に上がっている。

⑤ 医療と福祉の連携に関すること。

⑤ 福祉人材(マンパワー)の確保

市としても魅力ある文化や観光、施策などで人を流入させる試みが必要であるが、都や国全体でも
一体となって考えていただきたい。

⑩ 就労支援

市外就労者が多い。就労移行支援事業所自体が市内に一か所もない。

⑪ 地域移行・地域定着支援

本協議会の下部組織である精神保健福祉部会で市内の精神科病院から地域移行のケースを1年かけ
て取り上げ、本人心身の準備や地域での受け入れ体制を確認している。

　　イ　地域課題の中で、広域又は東京都全域で対応するほうが良いと考える課題

② 社会資源の開発及び改善

当市は規模が小さく、近隣市同士の資源の活用は通常のこととなっているため。

⑤ 福祉人材(マンパワー)の確保

市内居宅介護事業所を集め意見交換を行い、協議会で報告した中で一番の問題は慢性的な人材不足
であった。対応策を提示し市での取り組みについて共有している。

⑥ 緊急・災害等対応

障害者（児）災害時の対応について3部会いずれも、また、日頃より市民の関心が大変高い。市で
備えること、市民一人一人の備え、避難所運営等共有している。人工呼吸器使用者の蓄電池の貸与
について事業を開始した。

⑦ 医療的ケア

当市では医療的ケア児の協議の場が未設置である。R8医療的ケア児の協議の場の設置の位置づけや
それに向けた次年度のスケジュールの確認を行った。

（（３３））地地域域自自立立支支援援協協議議会会ととししてて把把握握ししてていいるる地地域域課課題題

　　ア　地域課題に対して取り組んだ（取り組んでいる）内容又は取り組めなかった理由等
　　　　（複数回答）

① 相談支援の質及び量

相談支援専門員と市でサービス支給に関わる考え方の協議を重ね、計画相談支援の考え方が、サー
ビスありきではなく地域のインフォーマルな資源を含めた計画、課題の抽出という視点まで広がっ
た。

④ 高齢福祉分野との連携

11月に高齢福祉分野向けの精神障害者の理解促進研修と障害福祉制度に関する説明を行った。10月
にケアマネジャーと計画相談支援で交流会を行い顔の見える関係づくりをした他、障害者の高齢化
や8050問題についても話題に上がっている。

② 情報共有・情報発信

市の障害施策の取り組みや方向性の共有

① 情報の顕在化

市の障害福祉施策について説明と進捗の共有

⑩ 権利擁護・虐待防止

R5実績より毎年、市の虐待防止センターの虐待対応件数の報告と検討を行うこととしている

（（２２））地地域域自自立立支支援援協協議議会会ととししててのの役役割割（（複複数数回回答答））
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４４　　地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの活活性性化化

　　（（１１））法法改改正正にに伴伴うう地地域域自自立立支支援援協協議議会会のの見見直直しし等等（（複複数数回回答答））

　　（（２２））地地域域でで生生活活すするる当当事事者者のの声声のの反反映映（（複複数数回回答答））

　　（（３３））ＩＩＣＣＴＴのの活活用用（（複複数数回回答答））

５５　　地地域域移移行行・・地地域域生生活活支支援援のの取取組組

　　（（１１））施施設設入入所所者者・・長長期期在在院院者者等等のの実実態態把把握握（（複複数数回回答答））

　　（（２２））利利用用ししてていいるるササーービビスス等等（（複複数数回回答答））

⑧　その他（家族会から参加していただいている）

精神保健福祉部会と本会に参加いただき、家族会の声として吸い上げている。

④　障害者団体等からのヒアリングを実施している。

各障害者団体と市の連携の機会が多く、都度、要望や質問に対応する他、市の事業へも参画していた
だいている。

⑥　障害のある人もない人も参加するイベント等を活用している。

障害者週間イベント、地域防災訓練、デフリンピック周知イベント、インクルーシブな活動を推進し
ている当事者の方々との協働等

⑤　地域生活支援拠点等の整備、コーディネーターの配置等、地域生活支援拠点等の整備や機能の充
実について検討・検証を行った。

相談支援部会と精神保健福祉部会で地域生活支援拠点の理解促進に努めた。

①　相談支援（地域移行支援など）

地域移行支援と計画相談支援で役割を分け、入院中の利用者にアプローチしている。

④　施設や病院からの働きかけ

地域支援者、病院の担当医、連携室の相談員等と定期的に顔合わせを行っている。外出による他の病
院受診の機会を作る等、病院から外に気持ちを向かせるように促している。

⑦　東京都自立支援協議会の活動（地域自立支援協議会交流会、自立支援協議会担当者連絡会等）を
通して情報を収集している。

連絡会のWEB配信を受講し、活発な自治体の活動を参考にしている。

⑨　特に活用していない。

音声認識による文字起こしツールを使ったが、効率的でなかったため廃止。事前に会議資料のメール
送付をしているが、当日紙配布もしている。

②　施設入所者や長期在院者等に対し、アンケート等を実施

市民の長期入院先にアンケートを送付。結果を分析し、精神保健福祉部会で報告。次年度以降、その
データをもとに地域移行をどのように進める検討する。稲
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